





経済研究所 / Institute of Developing








































































両地域とも約五〇％に達するという高い数字を示し、そこに地域的な有意差は認められなかった。また、ＢＭＩと世帯経済レベル間有意な関係も認められなかった （参考文献②） 。ちなみに、都市部よりは低かったボツワナ農村部の「肥満群」割合は、肥満が最大健康課題だとするＯＥＣＤ加盟三〇カ国中三分の二以上の国の 率を上回る数字であった。ボツワナでの調査は、地域や世帯経済レベルにかかわらず肥満が静かながらエピデミック状態にあることを示す結果となった。また、食事調査結果から算出した 対象者の微量栄養素摂取量平均値は基準値を大きく下回り、ボツワナにおける栄養問題は、過剰エネルギー摂取と微量栄養素欠乏が混在する個人レベルでの栄養の二重負荷であるといえた。　「アフリカに紛争が絶えないのは
そこに住むアフリカ人が野蛮だからではなく、人々が空腹だから。飢えたことがないこの国の平和がその証拠」 、これは、ボツワナで業務を共にし ジンバブエ人 同僚が二度、三度と口にした言葉だ。前述のボツワナ成人女性を対象とした調査では、ＢＭＩ一八・五未満の「低栄養状態群」は全体の六％に過ぎず、その多くがＡＲＴ開始直後、結核治療中、または最近結核治療を完了 者であったことから、純粋な食糧不足によって引き起こされた低栄養状態はほとんどないといえる。　
高い経済指標を誇りながら高い
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ことの少ない成人の栄養問題は多くの途上国でその対策が後回しにされる傾向にある。ボツワナでの栄養問題取り扱い状況もその例外ではなかったが、ＨＩＶ／エイズの拡大に伴い、感染者ケアの一環として栄養改善は重要な保健課題だと見なされるよう な てきた。ＡＲＴを開始しながらも体重が回復できず死に至るケースの に栄養管理の失敗がみられることもまた、栄養問題への前向きな取り組み姿勢を促していると考えられる。二〇〇七年、保健省公衆衛生課は国内初の本格的なＨＩＶ感染者ケア用栄養ガイドラインを作成した。食品群別の奨励摂取量 適正体重といった基本的な栄養情報から日和見感染の影響や薬の副作用で食欲がない場合の 補給法留意点まで、ま 、母子感染予防
のための授乳法といった項目も含んだ詳細なガイドがなされている（参考文献④） 。ＨＩＶ／エイズ対策プログラムを持つ国際援助機関やＮＧＯもまた、バランス食の奨励や免疫力を高める食品を紹介した冊子などを作成・配布している。皮肉ではあるが、ＨＩＶ／エイズの拡大は人々が栄養に関する情報へアクセス きる機会を増やしている。　
人々の、食品や栄養に対する関
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ば、医師一人当たりの人口数は先進国での数字にほど遠いが（一：三四四〇） 、他 アフリカ諸国に比べると看護師数が多い（一：四一〇） 。また、すべてのクリニックに健康教育スタッフが配置されている。医師、看護師は地方自治省を所属先とする国家公務員であるため三〜四年周期で異動があり、可能性のある異動先はボツワナ全域である（異動希望先の要望提出 できる） 。一方、健康 スタッフは市または郡所属の地方公務員となる。人選は地元で行われ 一旦勤務先クリニックが決まると はない。コミュ ティの保健ボランティアとの緊密な連絡体制を構築し、対象者の家族構成や世帯経済状況まで知ったうえでのきめ細やかな保健教育を可能にしている。健康教育スタッフは担当地域 手作り 図を作成することが奨励されており、クリニックの壁などには、制作にさぞ時間を要しただろうと思わる多くの工夫がほどこされた手作り地図を見かけることができる。クリニックにはさらに一般から募集
して研修を受けた母子感染予防プログラムのカウンセラーが配置されている。カウンセラーたちは教育というよりむしろ情報の提供に徹し、出産や授乳を通しての感染に不安を抱く人々の精神的なサポートを行っている。　
地域住民の保健スタッフに対す
る信頼は、ＨＩＶ／エイズ対策の一環として政府が長年にわたり取組んできた成果のひとつである。多くの人が命を落とし、経済的、社会的にただただ負の遺産 積み上げてきた二〇余年間であったがその間に整備し 施設、育成 た人材、培った疾病対策の技術 いった類の財産を築いた年月 もあった。今後、非感染症疾患 ような新たな保健問題への対策が求められる時、新しい保健システムを一か
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